
※取扱上の注意

①緯度経度については「秒」の単位までが図面から読み取る上で限界があることから、その緯
度経度の測定誤差も含めて、“±１００ｍ”の誤差が見込まれる。

②海抜高度については上記①の理由とともに、等高線が密な地形において図面から読み取
る上での限界があることからその海抜高の測定誤差も含めて、“±１００ｍ”の誤差が見込
まれる。

③今後、当局及び電力会社等の物件設置者は、正確なデータの提供に努めてまいりますが、
なお、提供するデータについてお気付きのことがございましたら、管轄する東京航空局及び
大阪航空局保安部航空灯火・電気技術課までご連絡下さいますようよろしくお願いします。

送電線基礎データの取扱上の注意事項

「送電線基礎データ」は、小型航空機の航行の安全に資するため、送電線等の設置管理
者から提出されたデータを航空局においてとりまとめ、運航者に対して提供するものです。

尚、このデータは、物件設置者がその所有する台帳・地図等から読み取った緯度経度等
の情報をデータ化したものであることから、利用にあたっては、以下の点にご留意の上、
取り扱われるようお願い致します。
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